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要旨 

 伝統的工芸品産業が低迷し続ける中、過去に行われてきた技術革新に関する情報や知識を収集し整

理していくことは、今後の伝統的工芸品産業の振興において、有益な基礎的資料を提供できると思わ

れる。ここでは、技術革新に関する情報や知識を収集・整理するために発展させた「知識の統合と創

造のためのシステム方法論」に基づき、石川県の漆器産業における技術革新に関する情報や知識の収

集・整理の進捗状況と、開発中のデータベースの構築状況を報告する。 

 

 

 

表 1 漆器産地の生産額の推移 はじめに 
S56 S60 H1 H4 H7 H13

津軽塗(青森県) 2,116 2,215 2,310 2,425 1,840 1,009
秀衡塗（岩手県） 600 706 745 769 889 507
浄法寺塗（岩手県） - 706 319 415 250 x
鳴子漆器（宮城県） 89 130 150 117 181 80
川連漆器（秋田県） 786 1,349 1,695 1,620 1,300 1,330
会津塗（福島県） 2,768 15,400 16,000 17,000 16,000 9,500
鎌倉彫（神奈川県） 1,018 1,510 1,580 1,650 1,720 1,100
小田原漆器（神奈川県） 680 583 1,270 272 201 130
村上木彫堆朱（新潟県） 750 874 813 848 979 650
新潟漆器（新潟県） 168 168 150 50 60 80
木曽漆器（長野県） 7,200 5,501 8,000 7,800 6,500 5,000
飛騨春慶（岐阜県） 963 1,550 － 1,700 1,670 1,700
高岡漆器（富山県） 261 2,409 4,042 2,827 2,089 1,003
輪島塗（石川県） 14,000 14,200 14,843 15,200 11,500 7,600
金沢漆器（石川県） 450 430 450 450 400 350
山中漆器（石川県） 3,500 32,000 40,000 37,000 33,000 18,500
越前漆器（福井県） 2,208 8,614 11,100 12,050 12,300 8,300
若狭塗（福井県） 27 24 28 36 71 46
京漆器（京都） 1,597 2,153 1,670 1,670 1,400 1,200
紀州漆器（和歌山県） 1,140 13,029 20,000 20,000 13,510 9,400
大内塗（山口県） 160 300 256 256 256 230
香川漆器（香川県） 2,766 2,000 18,000 18,000 5,370 13,000
琉球漆器（沖縄県） 626 723 613 667 624 329

合計 43,873 106,574 144,034 142,822 112,110 81,044  

 前回の報告 1）では、「知識の統合と創造のための

システム方法論2）、3」」を応用し、伝統的工芸品産業

における技術革新に関する情報や経験知識の収集

および整理のための方法論の確立とともに、確立し

た方法論に基づき、九谷焼産業における技術革新に

関する情報や知識の収集と整理を実施した。また、

収集・整理した情報や知識をより効率的に利用でき

るようにデータベースを提案した。 

 本論では、伝統的工芸品産業の一つである石川県

の漆器産業における技術革新の知識基盤化とデー

タベースの構築状況を報告する。 

 

漆器産地の現状 

 経済産業大臣が伝統的工芸品と指定する漆器産

地は、全国に23産地あり、その年間生産額は、2001

年度において約 81 億円となっているが、バブル景

気崩壊をピークに年々減少している（表１）。 

＊
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 石川県は、23の漆器産地のうち3産地（山中漆器、

輪島塗、金沢漆器）を擁しており、その年間生産額

の合計は、全国の漆器産地と同様に減少傾向にある

が、2001 年度において約 26 億円となっている。し

たがって、23の漆器産地の年間生産額のおよそ3分

の1を占めていることになり、石川県は漆器産地の

一大産地といえる。 

 

 

ジャパン＜漆＞サミット 4）：産業業全体の現状（資料：全国伝

統的工芸品総覧）および全国伝統的工芸品総覧昭和565）・606）

年度版により作成。 

 

 他の伝統的工芸品産業と同様に、漆器産業もその 

その特徴上、技術革新とは無関係のように思われる

が、新素材・原料や新生産方式の開発など様々な技

術革新を経て発展し現在に至っている。すなわち、

伝統的工芸品産業の発展は、職人や作家の製作作業

を裏で支えてきた技術開発者なしには成し得ない。
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したがって、漆器産業が時代の変化の中でどうよう

な技術開発を遂げて対応・発展してきたのかを後世

に残すことが、今後の漆器産業振興において、極め

て重要な課題の一つだと思われる。 

 本研究では、前回報告した技術革新に関する情報

や知識を収集・整理するための方法論に基づき、石

川県の漆器産業における技術革新の知識基盤化と、

それらをサポートするためのデータベースの構築

を実施している。 

 

アプローチ 

 石川県の漆器産業における技術革新に関する情

報や知識は、これまでの研究1）7）によって発展させ

てきた、「知識の統合と創造のためのシステム方法

論」に基づき収集・整理する。 

 知識の統合と創造のためのシステム方法論とは、

構造として「原理・事象の領域」「社会・関係の領

域」「認識・心理の領域」、それぞれの構造下におけ

るアクター達の能力として「理：集成力」「縁：交

流力」「想：構想力」を考え、それらに対するリー

ダーや分析者の「行：行動力」と知識の「知：統合

力」の不可分性という「知行合一」を展開している

方法論である（図1）。 

 技術革新に関する情報や知識は、主に「原理・事

象の領域」「社会・関係の領域」「認識・心理の領域」

の3つの領域から収集する。 

① 原理・事象の領域：これまでどのような技術革

新が行われてきたのかを調査する。 

② 社会・関係の領域：文献や問題関与者にあたり、

技術革新と社会・文化の関係を調査する。 

③ 認識・心理の領域：伝統的工芸品産業を守り発

展させてきた関係者からその想いを語ってもら

う。 

 技術革新に関する情報や知識の内容は、「行」、

「想」、｢縁｣、「理」、「知」の5つのサブシステムに

基づき収集・整理する。 

① 行：自発的取り組み（目標、目的、本研究で明

らかにしょうとする科学的知見、使命、動機、

どういうものを開発したいか）、外部からの要求

（ニーズ／要求、プロジェクト／事業、要望／

要請）、問題設定（課題点、改善点、方向転換） 

② 想：ヒント・アイデア（切口／糸口、問題解決

に至った閃き、問題解決するために得たヒン

ト・アイデア）、開発秘話 （苦労話、開発中の

失敗談）、研究開発への想い（取り組んでいる研

究に対する想いや理想、情熱、研究をやってい

く中で生じた心情の変化、モチベーション状況、

研究を遂行するに当たっての想い） 

③ 縁：予算（予算／補助、補助金）、協力関係（協

力企業／組織／人物、協力機関／関係者、産地

との関係）、業界状況（産地状況、他産地状況、

経済状況）、社会・文化的背景（研究に密着して

いる社会・文化的背景、流行） 

④ 理：研究内容（どのような実験をした、実際に

行ったこと、研究方法、推敲）、研究設備（使用

した特別な設備）、先行研究（これまでの科学的

知見、参考文献、関連研究） 

⑤ 知：研究結果（発表内容、実験によって分かっ

た結果、発見、どのような結果が創造されたの

か、本研究で得たもの、研究成果が与えた影響）、

結果の把握・認識（実験によって分かった新た

な問題点、失敗点）、評価 （外部から結果に対

する評価、自己評価）、中断、実用化（商品化、

技術移転、特許） 
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図 1 知識の統合と創造のためのシステム方法論 

 

技術革新に関する情報・知識の収集 

 石川県の漆器産業における技術革新に関する情

報・知識の収集は、過去に石川県工業試験場が行っ

た技術開発を対象とした（図2）。漆器産業における

技術革新に関する情報は、主に石川県工業試験場が

発行する研究報告書から収集した。また、漆器産業
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における技術革新に関する知識は、石川県工業試験

場に所属している研究員および過去に所属してい

た研究員に、各自が携わった技術開発についてイン

タビュー調査を実施し収集する。 

 インタビュー方法は、インタビューガイドを用い

て行う半構造化インタビュー法 8)を用いており、基

本的にはインタビューガイド（質問項目）にそって

質問をしていくが、質問に対する返答等に合わせて、

質問の順序を変えたり、具体的な質問を追加したり

し、技術開発に関する知識を収集する。なお、質問

項目は、知識の統合と創造のためのシステム方法論

の「行」、「想」、｢縁｣、「理」、「知」の5つのサブシ

ステムに基づき作成するが、被調査者の経歴や研究

のきっかけなど、比較的答えやすそうな質問項目か

ら始める。 

 

情報・知識の収集結果 

 これまで、3 名の研究員の協力を得て、各自が携

わった技術開発に関する知識を収集した（表2）。 

 なお、収集した知識は、研究報告書から得た情報

と合わせて、本研究が発展させた「知識の統合と創

造のためのシステム方法論」に基づき整理していく。 

 

表 2 収集した技術開発知識の一部 

技術開発名 研究終了年 調査実施日 

近赤外線分光法によ

る漆評価技術 
2005 年 2007年 7月26日 

光輝性漆塗膜の開発

研究 
2002 年 2007年 7月26日 

漆器の分析技術の開

発 
1999 年 2007年 7月26日 

漆塗膜の粘弾性 1995 年 2007年 9月28日 

生漆データバンクの

整備 
1991 年 2007年 9月28日 

製漆工程と漆液物性 1990 年 2007年 9月28日 

焼付け漆の垂れ防止

技術の開発 
1989 年 2007年 9月28日 

紫外線照射による漆

塗膜物性の変化 
1990 年 2007年 10月26日 

漆の変色防止に関す

る研究 
2000 年 2007年 11月13日 

1962 1963 1964 1965 1966 1967 1968 1969 1970 1971 1972 1973 1974 1975 1976 1977 1978 1979 1980 1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006

1964 1974-1976 1980-1984 1986

強化プラスチックによる漆器素地の研究 外材を主体とした漆器木地の乾燥● 漆器の品質向上に関する研究 プラスチック製品の品質向上に関する研究
1965 1985
含浸塗装における研磨技術に関する研究 1976-1979 漆器の品質向上

1966-1967 漆器の形状安定化研究 1985
漆器素地の狂いに関する研究● 漆器の高品質化に関する研究（昭和60年度技術開発研究補助事業）

1968 1985
漆器素地に適した発砲ＡＢＳ樹脂の成形研究 県産材の多目的利用研究

1985
漆塗り建築内装用化粧版の難燃化

1962 1968 1976 1991
モルタル仕上げ面への漆塗装について発砲ＡＢＳ漆器素地の塗装について 感光性樹脂版による蒔絵加飾用の製版試験 金属の表面加工及び塗装による意匠研究

1967
漆下地のスプレー塗装について 1989

1964 漆の焼付技術に関する研究
プラスチック成形版に対する塗膜付着力の向上に関する研究 1993

1966 1971 金属の表面加工及び塗装による意匠研究
真空蒸着の金色着色について スクリーンプロセス応用による蒔絵技術●
1966
ユリヤ樹脂成形品への漆器塗装

1987 1997
焼付け漆の耐光性に関する研究 水素イオン注入による漆塗膜の対光性向上

1990
紫外線照射による漆皮膜物性の変化 1997

1987 漆器椀の変色防止技術の実用化
製漆技術の研究 1993 1998

黒漆の変色防止に関する研究 漆塗膜の変色防止技術応用製品の開発
1986 1990-1991 2000
彩漆の品質向上研究 黒漆の変色防止に関する研究 透漆塗膜の変色防止技術

1988
生漆の水分除去法と高速分散による漆液の均質化に関する研究 2001

光輝性漆塗膜の開発研究
1988 1995
焼付漆の技術向上研究 漆皮膜の粘弾性

1989
焼付け漆の垂れ防止技術の開発

1989
加湿条件の違いによる漆塗膜の物性向上研究
1989-1991
生漆データバンクの整備

1994 2005
漆の計測技術と漆の評価に関する研究 近赤外分光法による漆評価技術

1991 1998
表面欠点の解析に関する研究 漆器の分析技術の開発

1968 1983 1991
摺漆塗装工程の合理化に関する研究 漆器製造技術の改善 製漆工程の改善研究

1969-1972 －漆塗装品の反狂防止・彩漆の品質向上－ 1990
漆器製造工程の機械化に関する研究● 製漆工程と漆液物性

1963 1973 1981 1986
独楽（塗装）塗雑貨品の試作デザイン 北洋材利用による高級家具の研究 住まいのためのデザイン開発 海外情報・中国産漆の調査と技術交流

1966-1968 1974-1980 1986 1994
㊝事業に基づく漆器、小木工品のデザイン研究● 住まいのための生活用具の研究 伝統産業製品のデザイン研究 伝統工芸文様の普及事業

1981 1990
1976 漆塗り建築内装用化粧版の難燃化研究 彩漆を用いた新製品開発
北洋材利用による高級家具の研究 1991

1983 1987 彩漆を用いたオリジナル製品開発
1978-1981 伝統産業の新製品開発 重箱と弁当箱についてのデザイン提案 1993
住まいのための住具の研究 彩漆を用いたオリジナル製品の開発

1984
1978-1981 輸出用漆器の研究開発
建築、インテリア装備材の開発研究

1984 1996
県産品の製品機能に関する研究 山中地域漆器製造業活性化支援事業

1988
1984 ＣＧ利用による伝統的織物と漆器によるインテリア小物の開発
コンピュータによるデザイン開発

1985
コンピュータグラフィックシステム利用による伝統産業品の研究開発

工
程

製
品
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発
・
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素
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図 2 石川県工業試験場が行った漆器産業における技術開発の一部 

石川県工業試験場が発行した研究報告書などにより作成 
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 前回の報告と同様に、図 4 の研究タイトルをク

リックすると研究の詳細画面が表示される。入力

画面および検索画面については大きな変更点はない。 

データベースの構築 

 前回報告したデータベース設計に基づき、収集し

た技術革新に関する情報や知識を効率的に保存し

活用できるデータベースを㈱JIMCO と協同で開発し

た。本稿では、前回の報告から大きく改良された機

能のみを報告する。 

 

まとめと今後の展開 

 本研究では、これまでの研究によって発展させて

きた、「知識の統合と創造のためのシステム方法論」

に基づき、石川県の漆器産業における技術革新に関

する情報や知識を収集・整理した。また、収集した

技術革新に関する情報や知識を効率的に保存し活

用できるよう設計したデータベースを構築し、これ

まで収集した情報や知識をデータベースへの入力

を開始した。 

 前回の報告と同様にデータベースは、トップ画面、

出力画面（研究一覧画面、研究詳細画面）、入力画

面、検索画面から構成する。トップ画面（図3）は、

出力画面、入力画面、検索画面を選ぶ入り口となっ

ており、データベースの使用目的によって、トップ

画面の左側のメニューから選択するように設計し

てある。なお、トップ画面には、すでにデータベー

スに入力されている研究が表示されるようにした。  今後は、引き続き石川県の漆器産業における技術

革新に関する情報や知識を収集し、構築したデータ

ベースに入力することで、伝統産業における技術革

新の知識基盤化を進めるとともに、収集・整理した

情報や知識を用いて、伝統産業における技術革新の

分析・解釈を試みる。 
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